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(57)【要約】
【課題】  液晶表示装置において、各データ線にデータ
電圧が十分に充電されるようにすることである。
【解決手段】  本発明の液晶表示装置では、隣接するデ
ータ線Ｄ１～Ｄｍごとにスイッチング素子４１０を挿入
する。このスイッチング素子４１０はゲート線Ｇ１～Ｇ
ｎにゲートオン電圧を印加する直前にデータ線Ｄ１～Ｄ
ｍを短絡させる。このように隣接するデータ線Ｄ１～Ｄ
ｍを短絡させれば、電荷共有効果によってデータ線Ｄ１
～Ｄｍをあらかじめ電位変化範囲の中間レベルＶｅに充
電させることができる。このように隣接するデータ線Ｄ
１～Ｄｍを短絡させることにより、データ線抵抗や寄生
キャパシタンスによるデータ電圧Ｖｄの歪曲を改善でき
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】多数のゲート線、前記多数のゲート線に絶
縁されて交差する多数のデータ線、各々前記ゲート線に
連結されるゲート電極と前記データ線に連結されるソー
ス電極とを有する多数の第１薄膜トランジスターを含む
液晶パネルと；前記第１薄膜トランジスターをオンさせ
るためのゲートオン電圧を前記ゲート線に順次に供給す
るためのゲートドライバと；前記データ線にデータ電圧
を印加するためのデータドライバと；隣接する前記デー
タ線に各々接続され、隣接するデータ線を導通／短絡さ
せる多数のスイッチング素子と；前記スイッチング素子
をオンさせる共有制御信号を出力する共有信号発生部
と；を含む液晶表示装置。
【請求項２】前記スイッチング素子は前記液晶パネル上
に形成される、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】前記スイッチング素子は第２薄膜トランジ
スターである、請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】前記第２薄膜トランジスターは前記第１薄
膜トランジスターと同一工程で製造される、請求項３に
記載の液晶表示装置。
【請求項５】前記スイッチング素子は、前記データドラ
イバから遠い側の液晶パネルの端部付近に形成される、
請求項２乃至４のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項６】前記共有信号発生部は、隣接するゲート線
にゲートオン電圧を各々印加する間に、データ線に充電
された電圧を共有させるための共有信号パルスを印加す
る、請求項１乃至４のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項７】前記共有信号発生部は、
第１ゲート線に印加される電圧がゲートオフ電圧に変わ
った後にデータ線を共有させるための共有信号パルスを
印加し、
前記共有信号パルスは、前記第１ゲート線に隣接する第
２ゲート線にゲートオン電圧が印加された後、所定時間
持続して印加される、請求項１乃至４のいずれかに記載
の液晶表示装置。
【請求項８】多数のゲート線、前記多数のゲート線に絶
縁されて交差する多数のデータ線、各々前記ゲート線に
連結されるゲート電極と前記データ線に連結されるソー
ス電極とを有する多数の薄膜トランジスターを含む液晶
表示装置の駆動方法において、
前記薄膜トランジスターをオンさせるためのゲートオン
電圧を前記ゲート線に順次に供給する第１段階と；隣接
する前記データ線を短絡させてデータ線を所定の電圧に
充電させる第２段階と；前記データ線にデータ電圧を印
加する第３段階と、を含む液晶表示装置の駆動方法。
【請求項９】前記第２段階は、  隣接するゲート線にゲ
ートオン電圧を各々印加する間に、前記データ線を短絡
させる、請求項８に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１０】前記第２段階は、
第１ゲート線に印加される電圧がゲートオフ電圧に変わ

2
った後にデータ線を短絡させ、
前記第１ゲート線に隣接する第２ゲート線にゲートオン
電圧が印加された後の所定時間後に、前記隣接するデー
タ線の短絡を解除する、請求項８に記載の液晶表示装置
の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示装置及びそ
の駆動方法に係わり、特に薄膜トランジスター液晶表示
装置（ｔｈｉｎ ｆｉｌｍ ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ ｌｉ
ｑｕｉｄ ｃｒｙｓｔａｌ ｄｉｓｐｌａｙ；以下、‘Ｔ
ＦＴ－ＬＣＤ’という）及びその駆動方法に関するもの
である。
【０００２】
【従来の技術】ＴＦＴ－ＬＣＤは、二つの基板の間に注
入されている液晶層に電界を印加し、この電界の強さを
調節して基板を透過する光の量を画素毎に調節すること
によって所望の画像を得る表示装置である。ＴＦＴ－Ｌ
ＣＤは最近、消費電力、薄形、高解像度などの理由で従
来は広く用いられていた陰極線管（ｃａｔｈｏｄｅ ｒ
ａｙ ｔｕｂｅ；ＣＲＴ）に替わる表示装置として脚光
を浴びている。
【０００３】図１は、ＴＦＴ－ＬＣＤの電気的構成を示
した図である。
【０００４】図１に示したように、ＴＦＴ－ＬＣＤは、
一般に液晶パネル１０、ゲートドライバ２０、データド
ライバ３０からなる。
【０００５】液晶パネル１０には、複数のゲート線（Ｇ
１、Ｇ２、…、Ｇｎ）と、このゲート線に絶縁されて交
差する複数のデータ線（Ｄ１、Ｄ２、…、Ｄｍ）が形成
されており、ゲート線とデータ線によって囲まれた領域
（これを‘画素’という）には各々１個以上のＴＦＴ１
２が形成されている。ＴＦＴのゲート電極、ソース電極
及びドレーン電極は各々ゲート線、データ線、画素電極
（図示せず、ただし、キャパシターＣｌの一方の電極と
考えてもよい）に連結される。
【０００６】ゲートドライバ２０は、ＴＦＴをオンまた
はオフさせるためのゲート電圧をゲート線に印加する。
この時、ゲートオン電圧は液晶パネルのゲート線に順次
に印加され、これによりゲートオン電圧が印加されたゲ
ート線に連結されたＴＦＴはオンになる。データドライ
バ３０は画像信号を示すデータ電圧を各データ線に印加
する。
【０００７】以下、このようなＴＦＴ－ＬＣＤの動作を
説明する。
【０００８】まず、表示しようとするゲート線に連結さ
れたゲート電極にゲートオン電圧を印加してＴＦＴを導
通させると、画像信号を示すデータ電圧をデータ線を通
じてソース電極に印加して、このデータ電圧がドレーン
電極に伝達されるようにする。そうするとデータ電圧が
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画素電極に伝達され、画素電極と共通電極の電位差によ
って電界が形成される。この電界の強さはデータ電圧の
大きさに応じて調節され、この電界の強さに応じて基板
を透過する光の量が調節される。
【０００９】一方、ＴＦＴ－ＬＣＤが大型化されるに伴
って各データ線が有する寄生キャパシタンス（ｃａｐａ
ｃｉｔａｎｃｅ）が次第に大きくなって、図２に示した
ようにデータ線に印加されるデータ電圧が十分に充電さ
れないという問題点がある。
【００１０】図２の（ａ）と（ｂ）は、各々奇数データ
線と偶数データ線に印加されるデータ電圧（Ｖｄ）及び
データ線に充電される電圧（Ｖｅ）を示した図である。
図２の（ａ）及び（ｂ）に示したようにデータドライバ
３０から印加されるデータ電圧（Ｖｄ）は、データドラ
イバから遠くなるほど実際のデータ線に充電される電圧
（Ｖｅ）がデータ線の抵抗と寄生キャパシタンス成分に
よってだいぶ歪曲される。つまり、データ線が所定の電
圧に充電されるためにはかなり多くの時間（ｔｒ）がか
かり、これにより各画素にデータ電圧が十分に充電され
ないという問題点が生じる。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】本発明はこのような問
題点を解決するためのものであり、本発明の目的は、各
データ線にデータ電圧が十分に充電され得る液晶表示装
置及びその駆動方法を提供することにある。
【００１２】
【課題を解決するための手段】このような目的を達成す
るための本発明の一つの特徴による液晶表示装置は、多
数のゲート線、前記多数のゲート線に絶縁されて交差す
る多数のデータ線、各々前記ゲート線に連結されるゲー
ト電極と前記データ線に連結されるソース電極とを有す
る多数の第１薄膜トランジスターを含む液晶パネルと；
前記薄膜トランジスターをオンさせるためのゲートオン
電圧を前記ゲート線に順次に供給するためのゲートドラ
イバと；前記データ線にデータ電圧を印加するためのデ
ータドライバと；隣接する前記データ線に各々形成さ
れ、隣接するデータ線を導通／短絡させる多数のスイッ
チング素子を含むデータ線共有スイッチング部と；前記
スイッチング素子をオンさせる共有制御信号を出力する
共有信号発生部とを含む。
【００１３】ここで、前記データ線共有スイッチング部
は液晶パネル上に形成されることができる。この時、前
記データ線共有スイッチング部は前記データドライバか
ら遠くなる方向の液晶パネルの縦端に形成されることが
好ましい。
【００１４】一方、本発明の他の特徴による液晶表示装
置の駆動方法は、多数のゲート線、前記多数のゲート線
に絶縁されて交差する多数のデータ線、各々前記ゲート
線に連結されるゲート電極と前記データ線に連結される
ソース電極とを有する多数の薄膜トランジスターを含む
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液晶表示装置の駆動方法において、前記薄膜トランジス
ターをオンさせるためのゲートオン電圧を前記ゲート線
に順次に供給する第１段階と；隣接する前記データ線を
短絡させてデータ線を所定の電圧に充電させる第２段階
と；前記データ線にデータ電圧を印加する第３段階とを
含む。
【００１５】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施例について詳細に説明する。
【００１６】図３に示したように、本発明の第１実施例
による液晶表示装置は、液晶パネル１００、ゲートドラ
イバ２００、データドライバ３００、データ線共有スイ
ッチング部４００及び共有信号発生部５００を含む。
【００１７】液晶パネル１００は、複数のゲート線（Ｇ
１、Ｇ２、…、Ｇｎ）、複数のデータ線（Ｄ１、Ｄ２、
…、Ｄｍ）を含む。ゲート線とデータ線によって囲まれ
た領域（画素）には各々１個以上のＴＦＴ１２０が形成
されており、ＴＦＴのゲート電極、ソース電極及びドレ
ーン電極は各々ゲート線、データ線、画素電極に連結さ
れる。この画素電極と共通電極（図示せず）との間には
液晶物質がある。図３では二つの電極の間の液晶物質を
液晶キャパシター（Ｃｌ）として示しており、共通電極
に印加される共通電圧をＶｃｏｍに示した。
【００１８】ゲートドライバ２００は、ＴＦＴをオンま
たはオフさせるためのゲート電圧をゲート線に印加す
る。この時、ゲートオン電圧は液晶パネルのゲート線に
順次に印加され、これによりゲートオン電圧が印加され
たゲート線に連結されたＴＦＴはオンになる。データド
ライバ３００は、画像信号を示すデータ電圧を各データ
線に印加する。
【００１９】データ線共有スイッチング部４００は、制
御信号に応じて隣接するデータ線を導通／短絡させるス
イッチング素子４１０を多数含んでいる。本発明の第１
実施例では説明の便宜上液晶パネル１００とデータ線共
有スイッチング部４００を別途に示したが、このデータ
線共有スイッチング部４００は液晶パネル１００上に形
成されることができ、液晶パネル１００とは別途に形成
されることもできる。データ線共有スイッチング部４０
０が液晶パネル１００上に形成される場合には、液晶パ
ネルの縦端に形成するのが好ましい。
【００２０】本発明の実施例ではスイッチング素子とし
てトランジスター４１０を用いた。スイッチング素子４
１０が液晶パネル１００上に形成される場合には薄膜ト
ランジスターが用いられることが好ましく、この場合、
薄膜トランジスターとしては非結晶質トランジスター
（ａｍｏｒｐｈｏｕｓ ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）や多結
晶トランジスター（ｐｏｌｙ－ｃｒｙｓｔａｌ ｔｒａ
ｎｓｉｓｔｏｒ）を用いることができる。特に、非結晶
質薄膜トランジスターを用いると画素電極に連結される
ＴＦＴ１２０と同一工程で製造することができるので、



(4) 特開２００２－２６８６１３

10

20

30

40

50

5
製造工程が単純化され得るという長所がある。
【００２１】トランジスター４１０のソース電極とドレ
ーン電極には各々隣接するデータ線（例えば、Ｄ１、Ｄ
２）が連結され、ゲート電極には制御信号（ＳＨ）が印
加される。
【００２２】共有信号発生部５００は、データ線共有ス
イッチング部４００のスイッチング素子を導通させるた
めの制御信号（ＳＨ）を出力する。この時、共有信号発
生部５００は、各ゲート線にゲートオン電圧が印加され
る直前にスイッチング素子４１０を導通させるための制
御信号を発生する。
【００２３】次に、図４を参照して本発明の第１実施例
による液晶表示装置の駆動方法について説明する。
【００２４】図４の（ａ）は共有信号発生部５００から
出力される共有制御信号（ＳＨ）を示し、図４の（ｂ）
及び（ｃ）は各々奇数データ線及び偶数データ線に印加
される電圧を電圧の波形を示す。図４の（ｂ）及び
（ｃ）で電圧（Ｖｄ）はデータドライバ３００からデー
タ線に印加される電圧を示し、電圧（Ｖｅ）はデータ線
に充電される電圧を示す。
【００２５】本発明の第１実施例では共通電圧（Ｖｃｏ
ｍ）に対するデータ電圧が画素単位で反転するドット反
転駆動を採択し、これにより隣接するデータ線（例え
ば、Ｄ１、Ｄ２）に印加されるデータ電圧の極性は互い
に反対である。つまり、図４の（ｂ）及び（ｃ）に示し
たように奇数データ線に正の極性のデータ電圧（つま
り、共通電圧より大きいデータ電圧）が印加される場
合、偶数データ線には負の極性のデータ電圧（つまり、
共通電圧より小さいデータ電圧）が印加される。
【００２６】本発明の第１実施例によれば、ゲート線に
ゲートオン電圧を印加する直前にデータ線共有スイッチ
ング部４００のスイッチング素子４１０をオンさせ、一
定時間隣接するデータ線を短絡させる。そうすると互い
に異なる極性のデータ電圧で充電されているデータ線間
の電荷共有（ｃｈａｒｇｅ ｓｈａｒｉｎｇ）効果によ
り、データ線の電圧がスイングされる電圧の中間電圧で
ある共通電圧（Ｖｃｏｍ）の付近となる。従って、本発
明の第１実施例によれば、図４の（ｂ）及び（ｃ）に示
したように共通電圧（Ｖｃｏｍ）の付近で電圧が上昇ま
たは下降するため、データ線を所定のデータ電圧に十分
に充電させるに必要な充電電流と充電時間を小さくする
ことができる。つまり、図４の（ｂ）及び（ｃ）に示し
たように、データ線が所定の電圧に充電されるのにかか
る時間（ｔｒ）を従来より短縮させ得るので、データ線
を所定の電圧に十分に充電させることができる。従っ
て、本発明の実施例によればデータドライバから遠くな
るほど増加するデータ線の歪曲をだいぶ改善させること
ができ、更にデータドライバの消費電力を軽減できる。
【００２７】図５は、本発明の実施例で用いる共有制御
信号（ＳＨ）の一つの例を示した図である。
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【００２８】図５に示したように、隣接するゲート線に
順次印加されるゲートオン電圧の発生の中間にデータ線
を短絡（共有）させるための共有信号パルス（ＳＨ）を
発生させる。この場合には以前のゲート線（例えば、Ｇ
１）の電圧がゲートオフ電圧に変わった後に共有信号パ
ルスによって二つのデータ線に電荷を共有させ、データ
線共有を解除した後に所望のゲート線（Ｇ２）にゲート
オン電圧を印加する。
【００２９】図５に示した例によれば、隣接する二つの
ゲート線に印加されるゲートオン電圧間に共有信号パル
スが存在するため、二つのゲートオン電圧間の区間が小
さくなる場合には共有信号パルス区間が小さくなること
があるので、データ線間の電荷共有が十分にできないこ
ともある。
【００３０】図６は、本発明の実施例で用いる共有制御
信号（ＳＨ）の他の例を示した図である。
【００３１】図６に示した共有制御信号では以前のゲー
ト線（Ｇｉ－１）がゲートオフ電圧に変わった後に共有
信号パルスＳＨ（パルス幅ｔ３）が印加され、この共有
信号パルスＳＨは所望のゲート線（Ｇｉ）にゲートオン
電圧Ｖｇｉ－１が印加された後も所定時間持続して印加
される。具体的には、Ｖｇｉ－１がゲートオフ電圧に変
わり、充電電圧Ｖａが放電する時間ｔ１が経過した後、
即ち、Ｖｇｉ－１がゲートオフ電圧に変わり時間ｔ２経
過後に、共有信号パルスＳＨが、印加され始め、ゲート
線（Ｇｉ）にゲートオン電圧Ｖｇｉが印加された後も所
定時間持続して印加される。このような方式によれば二
つのゲートオン電圧間の区間が小さくなる場合にも共有
信号パルス区間を十分に確保することができる。
【００３２】以上で説明した本発明の第１実施例では一
つのデータドライバを用いるシングルドライブ駆動を例
に挙げて説明したが、図７に示したようにデュアルドラ
イブ駆動にも適用することができる。
【００３３】図７は、本発明の第２実施例による液晶表
示装置を示した図であり、ＬＣＤ画面を上半分に分割駆
動する例と考えることも可能である。
【００３４】本発明の第２実施例の構成及び動作は本発
明の第１実施例とほとんど同一であるので、重複する説
明は省略する。
【００３５】本発明の第２実施例によれば、データ線共
有スイッチング部８２０、８４０は液晶パネル５００の
中間部分に各々位置し、共有信号発生部９００は共有ス
イッチング部８２０、８４０のスイッチング素子４１０
を導通させるための共有制御信号（ＳＨ１、ＳＨ２）を
出力する。
【００３６】以上で本発明の実施例に対して説明した
が、本発明は前記実施例にだけ限定されるものではな
く、その他の多様な変更や変形が可能である。
【００３７】例えば、本発明の実施例ではスイッチング
素子としてトランジスターを使用したが、以外の他のス
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イッチング素子を用いることもできる。
【００３８】
【発明の効果】以上で説明したように本発明によれば、
ゲートオン電圧を印加する直前に隣接する二つのデータ
の電荷を共有させてデータ線の電圧を共通電圧レベル付
近に維持させるので、データ線にデータ電圧を十分に充
電させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】薄膜トランジスター液晶表示装置の電気的構成
図。
【図２】従来のデータ線に印加される電圧の波形図。
【図３】本発明の第１実施例による液晶表示装置を示し
た図。
【図４】本発明の実施例によってデータ線に印加される
電圧の波形図。 *

8
*【図５】本発明の実施例による共有制御信号の一つの例
を示した図。
【図６】本発明の実施例による共有制御信号の他の例を
示した図。
【図７】本発明の第２実施例による液晶表示装置を示し
た図。
【符号の説明】
１０、１００  液晶パネル
１２、１２０  ＴＦＴ
２０、２００、７２０、７４０  ゲートドライバ
３０、３００、６２０、６４０  データドライバ
４００、８２０、８４０ データ線共有スイッチング部
４１０  スイッチング素子
５００  液晶パネル
９００  共有信号発生部

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】
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【図７】
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